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般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

  



 

X 23078-2：2026 (ISO/IEC 23078-2：2024) 目次 

（4） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

 

白   紙 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 X 23078-2：2026 
 (ISO/IEC 23078-2：2024) 

情報技術－デジタル出版物の 

デジタル著作権管理（DRM）技術の仕様－ 

第 2 部：ユーザー鍵に基づく保護 

Information technology-Specification of digital rights management (DRM) 

technology for digital publications-Part 2: User key-based protection 

 
序文 

この規格は，2024 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 23078-2 を基に，技術的内容及び構成を変更す

ることなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で，附属書 JA は，対応国際規格にはない事項である。また，点線の下線を施してある

参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

電子書籍の普及が始まったときから，執筆者及び出版者にとって著作権保護は重要な課題であった。 

世界中の電子書籍は，ほとんどが EPUB 規格に基づいて配布されている。一方，著作権のあるコンテン

ツがむやみに共有されることを防ぐために，ほとんどの電子書籍小売業者は，デジタル出版物の利用を制

限する独自の DRM 技術を使用している。したがって，標準的な出版フォーマットがもたらす高度な相互

運用性及びアクセシビリティは，独占的かつ非公開の独自 DRM 技術によって損なわれてしまう。すなわ

ち，電子書籍は，特定の事業者が提供するソフトウェアアプリケーションを搭載した機器上でしか読むこ

とが可能でない（小売業者の“ロックイン”症候群）。出版物を保護する電子書籍配信者が事業から撤退

したり，DRM 技術が大きく変化したりすれば，電子書籍はもはや読むことができなくなる。その結果，

ユーザーは自分の電子書籍に対するあらゆる制御を奪われることになる。 

セキュリティレベルに関する要求事項は，デジタル出版市場のうちどの部分に対応するかによって異な

る。多くの場合，出版者は，彼らがユーザーに提供するデジタル権利を技術的に尊重するソリューション

で満足する。機器間での出版物の容易な転送を許容し，一定のフェアユースを許容し，取得した出版物に

顧客が永続的にアクセスできる DRM ソリューションを，ほとんどの出版者は喜んで採用する。 

ここで，この規格が役立つ。なお，附属書 JA に Camellia 暗号化プロファイルについて追加記載した。 

注記 この規格は EPUB 出版物の保護に関するものであるが，この規格は他のフォーマットのデジタル

出版物の保護にも利用が可能である。ただし，リソースの暗号化及びライセンスの埋込みが可能

なフォーマットに限る。附属書 C に示す Readium Packaging Format に含まれる PDF 文書は，これ

に該当する。これは，多くの PDF 文書を所有し，EPUB 及び PDF に同じ DRM 技術を利用するこ

とを望んでいる組織にとって重要である。 

  


